
　学校法人天使学園・札幌天使女子厚生専門学校は、1947年に「マリアの宣教者フランシスコ修

道会」によって設立され、戦後間もない社会の混乱期にあって高いレベルの看護師、栄養士の養

成を目的とする旧制専門学校として開設されました。その後、我が国最初の看護短期大学に組織

変更して以来50年以上に亘って天使女子短期大学として実践力に優れた数多くの専門職者を養成

してきました。

　2000年4月に天使女子短期大学の良き歴史と伝統および教育研究組織を礎として天使大学看護

栄養学部看護学科・栄養学科に改組し、2004年4月には専門職大学院助産研究科を設置、さらに

2006年4月には大学院看護栄養学研究科（看護学専攻・栄養管理学専攻）を開設し、今日に至っ

ています。

　短期大学から継承された天使大学の建学の精神は「愛をとおして真理へ」であり、この精神は

①自分自身をみつめる内省性、②キリスト教の価値観に基づく研究と学習、③世界の人々と共に

歩もうとする人間愛の三つの柱が互いに深く関連しあって形成されています。そしてこれらは、

キャンパスの内外にわたる正課教育、各種大学行事および学生の課外活動等をとおして具現化す

るように取り組んでいます。

　以上の沿革および建学の精神とその教育の柱を基本とし、さらに学校法人および私立大学を取

り巻く諸状況等を踏まえつつ進めて来た2006年度の主な事業とその結果は次のとおりです。

Ⅰ．法人の概要

　１．設置する学校および入学定員数・在籍学生数（2006年5月1日）

２．教職員数（2007年3月31日現在）

３．役員等の概要（2007年3月31日現在）
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Ⅱ．事業の概要

１．教育活動の充実
　学部教育は学内行事等を通しての理念教育の推進及および本学の特色である実践的学習
に裏打ちされた教育活動を積極的に実施しました。このことにより年度当初に予定してい
た教育目標を達成することができました。

２．専門職大学院助産研究科の取り組み
　助産研究科は開設の目的に沿ったエビデンスに基づく助産を実践できる高度な専門職業
人としての助産師を育成するために教育を進めました。特にインターンシップの実習にあ
たっては自立した助産師活動を助産所等において実施し、その間ＩＴ機器を活用して実習
機関との連携を密接に行い、学習活動を強化しました。また、社会・経済・文化の異なる
国における母子ケアを学ぶためにマダカスカル共和国において海外実習を行い、実践力を
養う教育展開を図りました。

３．栄養教諭教職課程の取り組み
　2005年度に栄養教諭教職課程を開設しましたが、今年度さらに大学院看護栄養学研究科
栄養管理学専攻に「栄養教諭専修免許状」授与の所要資格を得させるための課程の認定を
文部科学省から受けることができました。

４．大学院看護栄養学研究科の開設
　2006年度4月に高度な専門職業人ならびに教育指導者を養成すると共に人間の「健康」
と「食･栄養」を組み合わせた学修をとおして、地域住民の保健、医療、福祉の発展に寄
与する目的で看護栄養学研究科（看護学専攻:4名､栄養管理学専攻:3名）を開設しました｡

５．自己点検評価及びＦＤ活動の取り組み
（1）2006年度は学校教育法の定めに基づく認証評価機関としての(財)大学基準協会の加盟判
定審査及び第三者評価を受け､2007年4月1日付で正会員への加盟・登録を承認されました。

（2）自己点検評価の取り組みの一環として、2006年度から毎年「学生による授業評価」（13
項目4段階評価)を行うことおよび自己点検評価を年報形式でまとめることにしました。

（3）ＦＤ活動については、教職員を対象として「建学の理念」探求のための修養会およびＦ
Ｄ研修会を２回にわたって実施しました。

６．研究活動の推進
　大学全体の研究活動をより推進するために、教員に個別に交付する教育研究費の増額を
図るとともに、特別研究費および特別補助研究費についても､予算額を例年の約3.5倍にし
ました。その結果､特別研究費と特別補助研究費との交付件数は14件（研究者数は延べ52
名）になり、例年にない研究活動の推進を図ることができました。

７．入学志願者数の確保
　18歳人口と大学志願者数の減少が続く中にあって、積極的な広報活動等によって、2007
年度入学志願者をつぎのように確保することができました。
入学志願者数

８．奨学制度の取り組み
　本学では、天使大学後援会の支援を得て、従前から貸与奨学金制度を設けて学生の経済
的支援を行っていますが、さらに奨学制度を充実させるために、2005年度から札幌天使厚
生専門学校初代校長川原ユキエ先生の名を冠した給付奨学金制度を設け、2006年度は、学
部学生11名、大学院学生2名を奨学生として採用しました。
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９．卒業生への大学情報の提供と寄付金の募集
　前身学校創設以来、約8,700名にのぼる卒業生に対して､2005年度から天使大学同窓会か
らの住所録提供の協力を得て、大学から「学報」を送付し情報提供（現況報告等）を行い
ました。
　併せて、卒業生に対して「教育振興寄付金」の募集を行い、多くの方から貴重なご協力
をいただきました。
　なお、卒業生に対する現況報告と寄付金募集は、引き続き今後3年間にわたり年1回定期
的に行います。

10．財務に関する情報公開
　財務情報ならびに事業計画・事業報告をより積極的に公開することに努め、学報（「天
使」）へそれらの情報掲載を行うと共に、大学のホームページにも情報公開に関する取り
扱いについての案内を掲載しました。

Ⅲ．施設設備の整備状況

１．既設の施設設備の修繕および整備
　原油価格の高騰等を考慮し、暖房・給湯ボイラーの熱源を重油から環境に配慮した天然
ガスへの転換を図るために、ガス管工事およびボイラーバーナーの取り替え工事を行いま

 した。また学生の教育研究環境の改善を図るために、３号館講義室、廊下等の壁の塗り
替え、講義室の床の補修や経年劣化している暖房配管の修繕工事を行いました。

Ⅳ．財務の概要

学園財務の大科目別の概要および前年度決算との比較については、次のとおりです。

１．消費収支計算書－消費収入の部
（1）学生生徒納付金
　学生数の変動により前年度と比較して約13,900千円の減額になった。

（2）手数料
　入学志願者の増加により、前年度と比較して約2,140千円の増額になった。

（3）寄付金
　奨学基金のための特別寄付金および現物寄付等により、前年度と比較して約180千円減
額になった。

（4）補助金
　経常費補助金交付率の圧縮等により､前年度と比較して約3,860千円の減額になった。

（5）資産運用収入
　学外者への施設貸出し等の増加により､前年度と比較して約2,330千円の増額になった。

（6）事業収入
　受託研究の受け入れ等により、前年度と比較して約970千円の増額になった。

（7）雑収入
　私立大学退職金財団からの交付金の増加等により、前年度と比較して約17,870千円の増
額になった。

以上の結果、帰属収入合計では前年度と比較して約5,360千円の増額となり、また、基
本金組入額は約19,960千円の減額となったことにより、消費収入の部合計は、約25,050千
円の増額になりました。

２．消費収支計算書－消費支出の部
（1）人件費
　教育研究の更なる充実を図るために、新たに大学院を開設したことに伴う専任教員の増
員および退職給与引当金繰入額等の増加により、前年度と比較して約72,830千円の増額に
なった。　

（2）教育研究経費
　３号館講義室、廊下等の壁の塗り替えおよび床補修等の修繕ならびに個人研究費および
特別研究費を増額したこと等により､前年度と比較して約18,060千円の増額になった。



（3）管理経費
　全体として経費の節減に努めた結果､前年度と比較して約6,330千円の減額になった。

（4）資産処分差額
　備品等の処分が減少したことから、前年度と比較して約180千円の減額となった。

以上の結果、消費支出の部合計では、前年度と比較して約84,390千円の増額となり､当
年度消費収入超過額は、約59,320千円の減額の、約99,470千円になりました。

３．資金収支計算書（消費収支計算書と重複する事項を除く主な科目および事項）
（1）資産運用支出
　過年度より計画的に繰入れしている退職給与引当特定預金および減価償却引当特定預金
への繰入れを計45,000千円行った結果、前年度と比較して15,000千円の減額となった。

（2）次年度繰越支払資金
　前年度と比較して約126,520千円増額のとなった。

４．消費収支計算書における3年間の推移および構成比率ならびに全国の状況との比較は次の
とおりです。

消費収入の部

消費支出の部

注：① %は、「帰属収入 合計」に対する科目別の構成比率である。

    ②「全国」は、「今日の私学財政」（日本私立学校振興･共済事業団 平成18年度版）を参考としている｡

    ③消費支出の部備考欄 %は、「消費支出の部 合計」に対する科目別の構成比率である。
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天使学園・比較貸借対照表（2007年3月31日現在） （単位：円）

2006年度 2005年度 対前年度増減 2006年度 2005年度 対前年度増減

資 産 の 部 負 債 の 部

固定資産 3,120,323,0323,110,839,581 9,483,451固定負債 256,773,833 253,846,355 2,927,478

　有形固定資産 2,497,868,6322,535,562,181 △37,693,549　　退職給与引当金 256,698,833 253,779,355 2,919,478

　　土地 438,082,994 438,082,994 0　　その他の固定負債 75,000 67,000 8,000

　　建物 1,596,690,1191,640,259,215 △43,569,096流動負債 675,396,000 672,302,046 3,093,954

　　その他の有形固定資産 463,095,519 457,219,972 5,875,547負 債 の 部 合 計 932,169,833 926,148,401 6,021,432

基 本 金 の 部

流動資産 1,533,696,5811,383,332,201 150,364,380第１号基本金 3,545,165,1863,490,816,786 54,348,400

　　現金預金 1,495,062,6311,368,535,821 126,526,810第３号基本金 20,000,000 20,000,000 0

　　その他の流動資産 38,633,950 14,796,380 23,837,570第４号基本金 86,000,000 86,000,000 0

資 産 の 部 合 計 4,654,019,6134,494,171,782 159,847,831基 本 金 の 部 合 計 3,651,165,1863,596,816,786 54,348,400

消費収支差額の部

翌年度繰越消費収入超過額 70,684,594 △28,793,405 99,477,999

消費収支差額の部 合 計 70,684,594 △28,793,405 99,477,999

負債の部基本金の部及
消費収支差額の部 合 計

4,654,019,6134,494,171,782 159,847,831

　その他の固定資産 622,454,400 575,277,400 47,177,000



財　 　産 　　目　 　録

2007年3月31日現在

天 使 学 園 （単位：円）

Ⅰ　資  産  の  部

　1　基 本 財 産

　　（１）　土地　札幌市北13条東3丁目30番73他4筆 30,390.2800㎡ 438,082,994

　　（２）　建物　1号館 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2階建他9棟 13,896.9413㎡ 1,596,690,119

　　（３）　構築物 中沼ｸﾞﾗﾝﾄﾞ他29点 20,150,592

　　（４）　教育研究用機器備品 1,737点 160,154,278

　　（５）　少額重要資産 4,901点 28,502,536

　　（６）　その他機器備品 280点 8,817,390

　　（７）　図書 72,893冊 245,470,723

　　（８）　電話加入権 384,400

2,498,253,032

　２　運 用 財 産

　　（１）　現金・預金　 1,495,062,631

　　（２）　積立金 591,000,000

　　（３）　未収入金 30,344,470

　　（４）　前払金 25,200

　　（５）　仮払金 85,280

　　（６）　長期貸付金 31,070,000

　　（７）　短期貸付金 8,179,000

2,155,766,581

4,654,019,613

Ⅱ　負  債  の  部

　1　固 定 負 債

　　（１）　退職給与引当金 256,698,833

　　（２）　長期預り金 75,000

256,773,833

　２　流 動 負 債

　　（１）　未払金 15,539,092

　　（２）　前受金 618,460,000

　　（３）　預り金 41,396,908

675,396,000

932,169,833

3,721,849,780

基本財産 　計

運用財産 　計

資産の部  合計

固定負債　計

流動負債　計

負債の部  合計

正　味　財　産

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額



監 査 報 告 書

2 0 0 7 年 5 月 1 5 日

学校法人 天  使  学  園

理事長 松 宮 英 視 様

学校法人 天  使  学  園

監事 i 1 7 孫ィン鞭

監事い存 総

私たち監事は、私立学校法第 37条 第 3項及び学校法人天使学園寄附行為第 34条 の

定めに基づいて、本法人の2006年 度 (2006年4月 1日から2007年 3月 31日 まで)

学校法人の業務執行状況、事業の実績及び財産の状況を監査しました。

この監査は、私たちが必要と認めた監査手続きにより実施しました。

監査の結果、本法人の2006年 度の財産目録、貸借対照表、収支計算書及び事業報

告書は、財産及び収支の状況並びに事業の実績を適正に表示しているものと認めます。

また、本法人の業務執行の状況について指摘すべき事項はありません。

以上のとおり報告します。

以  上




